
第 3号 様式 (第15条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 報 告 書

注 I藤 当する0に ti レ 印を記入してください。特定章恭者以外の事業者の方はレ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jど ま計函郷間の前年度を、 f目 標年度Jと は計画期間の最終年度を、 「報告年度」とは計画期間のうち 今 回報告の対象となる年度をいいます。

3「 挙業所尊排出区分Jと は京都府内の輩業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、 「輸送車両grr出区分」とは自動車選送事業者についてti使用の本鈍の位

置を京都府内とする車両の排出する温室効果ガスを 鉄 道苦業者については保有する貨物率両又は旅客革PEの」l出するほ室効果ガスを  「その他排出区分」とは上紀以外の京都府内における

事業所年の事業活動にruぃ発生す/j温室効果ガスをいいます。

4 1そ の他の地球渡暖化対策によ/J温室効果ガスの肖J滋室争Jの 実練については 計 画期間中の実線の累計を記入してください。

(例)グ サーン電力の購入によるla室効果〃スの削減実績が 18年 度5ト ンで19年度10トンの場合 19年 度の報告書の案練については 18年 度と19年 度の実績を累跡し15トンと記入

5「 特記事項Jに は 均 喰2年 度 (1990年 度)を 基勢とした排出量の対比やエネルギー原単位Cl,排出畳 有 エネ製品開発などは者の温室効果ガスリ,出苫'波への貢献 グ リーン閣産の採

用 特 定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスのHJ滋などを記入してください。

1

特定事嘉者の

主たる業種

該当する事業
者要作

マ 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に決算 して1,500キロリットル以上))

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラックスはバス100台以上/タ クシー150台

以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規則第19粂第4号該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事業者 (二酸化炭素に決算して3,000ト

ン以上))
「

計 画 期 間 平成 1 9 年 4 月 ～  平 成 20年 3月

基 本 方 針 廃菜物削減 ・再資源化及び省資源 ・省エネルギーの推進、職員り1修の開催、PDCAナイクルの確立などにより温暖に対策を維続R3に駆ワ池む。

推 進 体 制 舞鶴市地球温暖化対策推進実行計画を策定し、市長を委員長とする地球温暖化対策FFE進委員会を誠営 し、毎年度上十別 ・卜十別に達F/Fポ況を

管理する。

具
維
置中巾帥

年
体
及

年度 概備、対象、工程等 措 置 内 容

事務事業部円共通 ,滅房のlE度設定の選守する。(お房23℃ 破房19■)

事務事業部門共通 ヽ使用時にパ ツヨンの盛を閉じる。

事務事業部門共通 昼休みや業務時間終了時に消灯する。(必要衝所除く)

事務事業部門共通 両面ヨピー及び片面使用済み用紙の菜面再利用を嶺舷する。

事務事業部門共通 時間外勤務を制済する。

ス
等却蝉

温
の 排出区分

港 雫 午 反 未ヽ 傾 ブ

(17)年 度
〈二酸化炭乗換算 (1))

日標 牛 反 (計 四 リ

(19)年 度
(二酸化炭兼祭算 〔モ〉)

峠調
∽

離宮午慶 (実積,

(13)年 度
〔二酸化炭素養算 (1)) い鋪陶A事 業所等排 出区分 14,562 t 14,415 t -10 % 13,965 t -103 %

B輸 送車両排出区分 t t % t %

cそ の他排出区分 11,778 t 10,924 t -73 % 10,935 t -72 %

排出合計 1        26,340 t Ⅲ々        25,339 t -38 % 4                             24,000 t -89 %

その他の地塚
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減畳
等

対策等の区分
目標年度 (計画) 報告年度 (実績)

取組二等 (二理化 炭素経 寡 (1 取想 量等 (二酸化 炭 素換 算 `t

森林の保全及び整備 (整綿面積 (吸収孟〉 t (整備面積 〔吸収登) t

府内産の木材の利用 〈利爆登) 〔削減室) ↓ (利用景) (削競畳) t

自然エネルギーを利用 した
電力又は熱の供給

〔亮電量) 〔削減畳〉 t (死電置) k7h (削減工) t

(終供給曇 〔肖J滅量〉 t 〔熟供給量 (削減鋤 t

グツー ン電力の嬉八 (購入抵〉 (肖J滅長) t (購入畳) k■l (制滅室) t

削減蟹等合計 t t

差引排出量

(排出合計―倒巌等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削抜韓 〔冴1画) 報告年度 (実績) 側城卒 (契SR)

1        26,340 t (●か‐て33)    25,339 , -3 8 % 【“)‐●0                         24,000 i -3 9 %

特 記 事 項
削減する。(く18実績〉7室/日)(2)環境教育研修を開催する。(3)ヨ定枝を資源化(堆月E化)す
))
"。
|し、■14年度を基準年度とし120年度までに温室効果ガス排出重を4研 削減するため、地球

117[実練B,26,340t、■18[実績]124,900t、119[目標〕:23.916t、■20〔計画目標]:26,795t)

連  絡  先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

ファクシ ミツ番号


